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福岡市交通局高速鉄道トータルシステム

制御･情幸艮管理システム
Computer TotalSYStem for Fukuoka′s Rapid Transit System

Controland Management SYStem

福岡心交通ん】)高速鉄道は,九州で初めて,仝何では8番目の地下鉄とLて日獅口56

年7月26日に言延生した｡

本地下鉄には,Fi勧化を極力回り,地下鉄連首効率のドり_卜を追求し,近代的な地

下鉄のて実現を目指す観点からコンピュータを中核としたトータルシ■ステムがノキ人さ

れた｡本ト【タルシステムは,連行管理,列車自動述転,電力管理,情報伝送,中

i巾検修及び事務管理の六つのサブシステムから構成されている〔つ

本稿では,トータルシステム化の背景,各サブシステムの概要及び相克関連,並

びに制御･肺幸枝管理にかかわる逆行管‡軋 電プJ管埋,情報伝送及び事務管珊の川つ

のサブシステムに関Lてその構成とオ幾能について述べる｡

□ 緒 言

細岡心は,九州の中枢管月り幾能射けとして目覚ましいブ芭咲

を続けてきた｡現れ 人L_+108フ〕▲八を数え,更に年々増加の傾

】Jljにあり,市街地のJム域化は,自動t巨による交通呈の激二哨に

川中をかけ,その結果‾交通一事偶の想化が大きくクローズlアッ

プされてきた｡

そのため細岡市では,郡JJ交近間題を松本的に解f央すること

ができる,大量かつ耗連な新しい交通機関の噂人が必要とな

り,我が何8番目の公骨地下鉄が昭和56年7†j26日に開通Lた〔)

細岡う打交通んt結石速鉄道は,安全かつ快適な巾上亡の足を提供

すると同時に,徹底した省力化,でナ理化をH的とした各柚の

披新技術をす采用している｡その中心となるものは,コンピュ

ータを小枝としたトータルシステムの才末梢である｡二れは,

列小過ゎに直接関連する業二務から保亡こう二業務,後ノバ‡稚に至る

までの枚雑な地下鉄業務すべての分野を連携をもたせてシス

テム化するもので,逆行管月1,列中日勤遁虹,琶乙ノバ守月と,帖

報伝送,単向検修及び事務符押の六つのサブシステムから構

成されている()

以下､細岡山女適局高速鉄道トータルシステムのJi㌧1こ思想､

構成及び制御･怖二報管理に関係するサブシステムの慨)更につ

いて述べる｡なお,列中日軌道屯と三,L一巨Ilhj検佗の_‾‾_つのサブシ

ステムについては,本号別論文｢福岡市‾交通局舐過鉄道卜M

タルシステム車両利子卸･検修システム+を参照されたい｡

囚 トータルシステムの概要

2.1 路線規模

細岡市‾交過局店速鉄道の全線開通時グ)路線は,図1にホす

ように博多湾に治し､,姪浜駅かJ⊃天神駅を経て博多駅に至る

1号線(9.8k汀】,11駅)と,中洲川端+駅から分l岐し,貝塚公同

駅に至る2弓一線(4.9km,7駅)から成る｡西の起瓜駅である

姪浜駅には車両基地があり,またこの駅を境に,束唐摺方面へ

行く日本国有鉄道筑肥線と相互直通運転を行なう計画である｡

今回開通するrメニ間は,1号線の室見駅から天神駅までの5.8

km,7駅で,今後順次延伸され,全線開通は昭和60年6月ご
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図l 福岡市交通局高速鉄道路線区l 昭和56年7月に宝見駅～天神駅

間が部分開業し,全通時は姪浜駅～博多駅ヘー貝塚公園馬尺と延伸され,日本国有

鉄道と相互乗入れを行なう予定である‥

表I 福岡市交通局高速鉄道(地下鉄)諸元 昭和56年7月の部分開

業時(第l期)と全通時の合計主要諸元を示す｡

No. 全 通 時(合計)項 目J 第 l 期

l 開 業 時 期 昭和56年7月 昭和60年6月予定

2 路 線 長 5.8km 14.7km

3 駅 数 7駅 17駅

4 ;変 電 所 3箇所 4箇所

l

5;車両数 l桐(三雲要誉忘孟)･02両(去慧要語表芸)
6!運転間隔

l

l
7分

1号線 4分

2号線 8分

7;相互直通運転 筑肥線(日本国有鉄道)

ろの一千完三である｡

表1に,細岡心交通局高速鉄道の主な諸元をホす｡

2.2 トータルシステムの基本思想

鉄道業務は,(1)車両をはじめとする各種輸送設備の運用,

制御に関する業務,(2)出改札をはじめとする接客常菜に関す

る業務,(3)企業経′削二関する業務,の三つに大別でき,これ

らの実務か相互に複推に連携しながら道営されている｡この
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ような広範幽の業務を,最少の要員で効率良く,かつ迅速に

処理するためには,黄新のコンピュータ,通イ㌶,マイクロプ

ロセッサ技術を採り入れた地下鉄卜一タルシステムの導人が

必要不可欠となる1)｡

このため福I朴卜交通局高速鉄道では,ト【タルシステムの

･i淫人に際し業務分析をl･分に行ない,魅力八一下に細ることな

く,機イ城によるr]軌処理が可能で,かつ地下鉄道営効率の巾

_卜に寄与するものを可能な限リシステム化し,管玉里された近
代的な地‾F鉄の実現を凶ることを北本思想としている｡

とし体的には,以下の車]賀を特に留意しているしつ

(1)連転,電力,1;ガ災などの中央指令をコントロ【ルセンタ

である｢P央制御f叶へ集約し,指令Hミュの/汁f鮒勺かつ迅速な連推

進用を阿る｡

(2)は範囲の業務かi堤イヤミLている駅業務を,統括してシステ

ム化L,駅務臼の告ノJ化をL¥Ⅰる｡

(3)駅が帖手技i傾となる発売デ【タ,防災データ,通信設備拍

障デ【タなどの異なったデータを,八千を介さず向一一伝送路

をイ刺子jL,小火へオンライン伝送することで伝送回練の有効

監視用テレビジョン
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利絹を図る｡

(4)営業収入から予算管理など泣こ範囲の経常に関する情報を

-一一ノ亡的に管理し運営の合理化を図る｡

(5)システム化する上で,その高信板件を確保するため,重

要機器の∴垂系化及び機能の分散化を図る｡

(6)各システム間を有機的に結合する上で必要な情報の授受

に,極ノJ人手を介さずシステム間のオンライン結合を図る｡

以上のほかにも,保守業務の合理化や運営効率向上のため

に日本凶有鉄道との相互乗入れが考藩されている｡

2.3 トータルシステムの概要

二のような准木思想に基づいて導入された祖1岡市交通局高

速鉄道トータルシステムは,コンピュータを用し､た運行管理,

列車肖動;基転,電力管理,情報伝送,単向検修,事務管理の

6椎のサブシステムを中枢に,図2にホすように構成されている｡

各サブシステムは,ニ欠に述べるような機能を果たしている｡

(1)逆行管理システム

列■‾Iiの連行を官;工祝Lながら,ダイヤに従って進路制御,行

先案lノ+表ホ,放送,対列車データ伝送などを行なう(,
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図2 トータルシステムの構成 運行管理,列車自動運転,電力管理,情報伝送,車両横倍及び事務管理システムのサフ‾システムは.トータルシステムの

中枢的な位置を占める

56



福岡市交通局高速鉄道トータルシステム制御･情報管理システム 787

運行管理システム
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(二重系)
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図3 サブシステム問の関連 各サブシステムは,制御用コンピュータ,事務用コンピュータ及ひマイクロコンピュータから構成され,相互に有機的に結合Lて

し＼る

(2)列中イ=的逆転システム

列小の迩虹制御(ナJ打,㍍油/亡イj二,1上位‾i;･■-1二停l】+,小】勺rr畑ん

放送(IC音i憤)の制御などを子j二なうl+
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図4 運行管理システム構成図

システムへうナ軋する√_､

(5) 小ll】l川舞帽システム

小山才馴我機詩;さを如成北態グ)ま圭で検存するほか,小咋～主竹判l

や列l卜′ヒ什シ ミ_-1レーションなどを行なう｡
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H旧IC 80の二重系システムであり.重要機器は二重系化され,CTC装置などの外部装置とインタフェースをとっている
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J挺､

図5 運行管理操作盤 プロセスディスプレイ装置2台と操作盤から構

成され,円滑なマンマシン機能を支援Lている._.

一夕ルシステムを構成している｡

凶 制御･情報管理関連サブシステム

3.1運行管理システム

本システムは,図4にホすようにrl立制御用コンピュータ

HIDIC 80(以下,中央処j型装置と言うr))の二重系システムで

構成されている｡中央処理装置,磁乞もトラム装荷,プロセス

入出力装帯などの竜要機器は,より仁子栢什を高めるために二

重系化されており,2f‾丁の中央処理業置は,グローバルメモ

リ装置を介Lて情報の授′壬を行ないながら,デュアル連転を

行なっている｡また､マンマシンコミュニケーションは,2

六のプロセスディスプレイ装置を組み込んだ操作悠(図5参

照)によI)行なわれ,各種の印′j･二記録は,ロギングタイプラ

イタ及びハードコピー装置で行なわれる｡‾疫に,対列車デー

タ伝送用の通信制御装鼠 情報伝送システムとのチータ授受

用のコンピュータリンケージ制御装置,事務管理システムと

ダイヤ情報,運行実績情報をオフライン授受するために磁気

テープ装置などが設けられている｡

リモートタイプ

ライ タ装置
モデム

モデム

ハードコピー装置

注こ略語説明

CASC(Computer Alded SupervISOry Controり

本システムは,CTC(Centralized Traffic Control:列車

集中制御)装置を介して列単位置情報などの入力情報を一定

の周期で取り込みながら,あらかじめ磁気ドラム装置に格納

されているダイヤに基づき,列車追跡,ダイヤ管理,進路制

御,駅案内放送,駅案内表示,実績記録,運転整理,マンマ

シン及び対列車データ伝送の機能をオンラインリアルタイム

で行なっている｡また,路線延長時を考慮してTTS(Train

Traffic Simulator:列車運行管理シミュレータ)機能をも具

備している｡

本システムでの大きな特長としては,次の二つが挙げられる｡

まず,駅･車内自動放送機能によるきめ細かい旅客サービ

スの充実にある｡駅放送については,列車の接近,到着,出

発放送だけでなく,持ち合せ,終電,営業終了放送のほか,

多くの乗客サービス案内放送が行なわれている｡また,車内

放送は,車上のIC書手原装置により発車予告,次駅案内放送が

行なわれているが,その基本データは,運行管理システムか

ら対列車データ伝送装置を介して伝達される｡

もう--一一つの特長として,列車連行に対するきめ細かな情報

桜供がある｡列車の走行速度を指令する情報としてF(Fast),

N(Normal)の_‾二つのパターンがあり,列車がダイヤどおりに

逆行している場でナはNパターーンを指ホし,遅延した場介はF

パタ【ンを指ホすることにより,駅間の走行時分の短縮を【周

る｡二のはか､列中の駅での停車時分を調幣し､遅延を回復

きせる機能もあり,走行適性の調撃とともに大きな役剤をも

っているt,

3.2 電力管理システム

ヰニシステムは,図6にホすように臼_､ヒ利子卸間コンピュータ

HIDIC80E(以下,中央処理装置と言うr,)の
一重系システム

であり,補助記憶装置としてt耶王ヘッド‡滋㌔ミディスク装荷が

仙刑されている{〕埜ノ【荘哺,1=拉1も1ミとは,遠隔制御装置を介し

てプロセス人山プJ装‾i凱二より入出力帖幸艮の授′乏を行なってい

る｡また,マンマシンコミュニケーションは2f了の高精細度

のプロセスディスプレイ装置を組み込んだ操作盤(図7参照)

により行なわれ,各種の仁11rチエ記録はロギングタイプライタ,

及びイ呆笥:区に設置されているリモートタイプライタにそれぞ

れ印字される｡更に,毎日の保守作業計画をあらかじめカー

中央処王里装置

(96k語)

紙テープせん礼装置

通信制御装置

ロギングタイプ
ライタ装置(1)

ロギングタイフ

ライタ装置(2)

磁 気

ア
ー ブ

記憶装置

マークカード
読 取 樅

フノ ロ セ ス

入出力装置

ロギングタイプ
ライタ装置(3)

プロセスディス

プレイ裳置(1)

コンソーノレ

入出力装置

7】ロセステイス

プレイ装置(2)

磁気ディスク

記憶装置

電力量監視盤

入 出 力
リ レ ー

盤

入出力中継盤

電力管理操作磐

非常発報装置

｢膏首す軒ト†言二蒜蒜訂

+…ナーー+垣車+
CASC子局

(512k語)

図6 電力管理システム構成図 HIDIC80Eの一重系システムであり,遠隔制御装置とインタフェースをとっている
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図7 電力管ま里操作盤 4ノ032文字のプロセスティスプレイ装置2台と操

作盤から成り,各キ重のパターン表示で高度なマンマシン機能を支援Lている.

ドで人力するためのマ【クカrド読取機を備えている｡

本システムは,遠隔制御装ii-【一三を介Lて変′【一己所,′左1も三ミの機

器北態イ‾i_喜一-ぢ一を--･延の周期で取りj△み,機語注の状態!f三:川とを子‾]二な

いながら,あらかじめ磁1tディスク装i削二格納されているス

ケジュールに堪づき,ヤ器丁允器,射主音詩などの制御を行なう｡

二のはか,機器の単独制御,保′左鎖錠制御,作業計i叫を_!とて

それに北づき制御を行なう作業ヤ即巨,′i一にプJ盲や機器動作.言亡紬

グロー′りレ

メモリ装置

中央処理装置(1)

コンソール入出力装置(1)

(4,800k語)

(4,800k語)

｢‾‾-‾‾｢
l__._

.__l

器葛i通信槻

′‾‾
‾‾‾‾‾‾‾■■■■ヽ

/防災表示盤1/
l l

磁気ディスク
装 置(1)

磁気ディスク

装 置(2)

プロ セス

入出力装置

リレー装置

__｢.Lコ__信号通信機器 1

集中監視盤!
l ll

/■､■ 一‾`]■`】+一⊥

l
】′---------､Ilr-----一-■･-､l
レ ヾ r ヽ

図8 情幸艮伝送システム構成図

ている∩

(16k語×2)

中央処理装置(2)

(64k語)(64k語)

福岡市交通局高速鉄道トータルシステム制御･情報管理システム 789

などの実績統.汁記鎚,′乏JIE`i‾に力量の監こ視,子i則とそれに伴う

負荷肘=救制御機能:などかある｡

木システムの人きなとけ上主は,プロセスディスプレイ装道と

拙作盤を川いた媒作件の山いマンマシン機能と,一重電電力呈

ニチi則,負荷粘り限r別子卸にある｡

前者は,4,032丈ノトのlモー石棺細性のプロセスディスプレイを2

千丁仙鞘し,バク【ン表′Jミを椒ノJH‾卜､,モニタLながノブの指令

人力か脊現にできるようにLている｡,

後者は,5分ごとの′壬屯1立力吉i圭のり三祐を他に,30分ごとの

一定ノJ呈の‾チ測を行ない,契約′乏1琶電ル昌二を超えるとぅこ測され

た場でナ3椎の負荷J別限のいずれかを指ホすることによって,

契約電プJ呈超過を+ミ然にl妨ごうとするものである｡

3.3 情報伝送システム

本システムは,図8に示すように中央処理装置の二重系シ

ステムと,マイクロコンビュ【タを内蔵した駅制御装置から

構成され,中央と駅とは専朋回線によリ1:1で結合されて

いる｡中央処理装置,耳滋気ディスク装置は二重系化されてお

り,グローバルメモリ装置を介してデュアル運転を行なって

いる｡過†言制御装置には,マイクロコンヒュ一夕が内蔵され

ており,H分H身でデータ伝送を行なうことにより,巧1央処

理装i琵の負荷を軽減させている｡

圭た,-ii務皆判1システム､連行キ1二判もシステム･とは,コンビ

ュ一夕リンケージ装i妄与を介Lて結丁†Lている｡-▲ん,駅制御

装-こi′工J士,37土子の-iフィクロコンヒュ一夕,簡親任ミ送装‾2日(モデ

ム),人JlりJインタフ工rス溺から構成されており,券売械の

コンソール入出力装置(2)パス切換装置

コンピュータリンケージ制御装置

コンピュータリンケージ制御装置

システムコンソール

コ ン ヒ ュ
一 夕 結合装置
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通信制御装置

モテム

+ ..

駅伝送制御装置

+__モテム

通信制御装置

モテム

変復調装置部
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制御処理部

簡易伝送制御部

モデム

l集_I!集

L置之+L邑乞+

通信制御装置

モテム

通信制飼装置

モテム

2,400bps

モデム

｢裔由
茹:

;芸■誉王芸一=御莞;

モデム

l 期l

l御券l

L墜畏+L墜毘+

モデム

9.600bl〕S

通信制御装置

モテム

入出力インタフェース部

一 信l

;慎一
L遇_+

事務管王里
システム

運行管理
システム

通信制御装置

モデム

〒1

‥_J
中央のH旧IC 80二重系システムと各駅のマイクロコンピュータから成る駅伝送制御装置が,2′400bpsの伝送回線により結合L
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コ ン ソ ー

ル

ディスプレイ装置

紙力∬ドせん孔機

HITAC
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(1Mバイト)

磁気ディスク装置
1,270Mバイト

磁気テープ制御装置
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装 置
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装 置

磁 範
テー7一

装 置

磁 気
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装 置
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変復調
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｢
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プ リ ン タ

ディスプレイ装置

図9 事務管理システム構成図 HITAC M-140Hと大容量外部記憶装置から成り,漢字情報処理可能なオンライン端末が接続されている

データ収集装置及び定期券発行機とは簡易伝送装置により結

合L,駅防災盤及び通信機器とは入出力イ ンタフェース部と

接点i度Lでインタフェースをとっている｡

本システムは,各駅に設置される駅制御装置を小央処_叩装

置かご)一定の周期でポーリングLながら,売卜げデータ,l;ん

災データ及び通†i三機器デ【タをHDLC(High LevelData

Link Control)手順で伝送し,必要に応じ∵事務官j理システム,

運行管一望システムとオンラインでデータ指一之を行なう.｡七な

機能とLて下記がある｡

(1)売卜げデータ処理

各駅の券売樅,定期券発行機の売上げデ〉一夕を駅制御装iilこ

が収集し,中央に伝送,苔桔L,通常1日1一口1の郷性で事務

管理システムへ伝送する｡なお,道て一号‾収j仁時は,事務符推シ

ステムから普イ話した連‡キデータを,定期券発行機へ伝送する-_こ

(2)l坊災データ伝送

l;ガ災設備機器の動作表ホ情報を駅制御装L了ちこか取り込ふ,｢ト

央へ伝送し,中央防災盤へ出力する｡また,中火防災制御巾

からの駅【妨災盤への制御情報も駅制御装;;∠こへ伝送する｡

(3)通信機器の一射い監こ視

各駅の通イ言機器の故障検知と中央過イ｢子機器■吉:ご.視鮨へグ)脚三1し

及び印′ナ:記録を行なう｡

(4)運行,事務管理システムとのオンラインデーータの線王

道ケ+二管]哩システムからの列中走行データ,†‾.子弓･機故障デー

タを′妾イ‾巨‾言して事務節理システムへ伝;去L,逆に臼システムの

故障情報を連行管理システムへ送†∴する｡

本システムの大きな特上去は,次の 二.っが挙げムーjれる｢.,

まず,駅が情報源となる各純の異なったデータを手品巾iLて

い川与に中央へオンライン伝送L,伝送州税の集約を図ったこ

とである(,次に,分散形システムを採用したことにより､駅

増設時,手戻りが少なく香城にシステム拡粘ミができる(､更に,

各サブシステム間を中央でオンライン結′ナし,従来の縦判り

システムを横との連携もfナわせとって,塊こ比の濃いトータル

システムとしたことである｡

3.4 事務管王里システム

木システムは,図9にホすように日在事務川コンビ_1一夕

HITAC M-140H(以下,中央処f里装吊と言う｡)を採梢L,外

部記憶装荷として大容量磁ちミディスタ装道り女び磁1〈テープ装

置4デッキを備えている｡その他,漢字情報処理可能なT-
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560/20オンライン端末が接続されている｡また,情報伝送

システムの中火処理業苗である制御絹コンピュータと,チャ

ネ叫Hほt?fナ装荷でオンライン結でナしている｡

‾t才工1紡与1二理システムの機能は,オンライン処+哩機能とバ､ソナ

処J埋手幾能とに分かれる｡

すンライン処坪機能とLては,次の2椎頬がある｡

(1)卜朋ri伝ミ送システム関連機能

各駅グ)券売機,与王制券発行機の売卜げデータを帖報伝送シ

ステムかごっそけ,処推する｡また,延期券発行機で必要とな

る迩ててテーブルなどを,･卜f7報伝送システムに送る｡更に,運

行符押システムからの列車走行実績などの逆転実績データを,

十l■捕ぇ伝送システムを締出して取り込ふ,各椎の連行実績記録

を作成する｡

(2)オンライン端末装迂H称重機能

‾jl貸村Hなどの照会や,官業,縫j翌テ㌧一夕の修止入力処王里

を行なう..

バッチ処理機能と

(1)緑川関係業務…･

=納符∫llと,ゞ失明二処押,

(2)官業fち別系業務‥‥

Lては,次の4性根がある｡

･･予算腎王乱 調∠右･未収未払処王軋 金銭

帖H正賓産管押及び走引責償還処一翼

･･締切処理,運輸収入椒地軸告処理,連

綿逆輸精号i二処理,堪輸収入確:在処理及び輸送統計処王型

(3)逆転卜廷j緑葉碓…‥･逆転計如処押,運転実績処理

(4)統.汁,そグ)他……企画統l汁処王里

以トク〕機能グ)ほかに,今後,資材管理や保守管理などの業

務を氾ノJlけ山上･主する二･とになっている｡

【】 結 言

以_卜,如剛卜高速鉄迫トータルシステムの概要と,制御･

･け婚艮背理にかかわる連行管押,電力管理,情報伝送,事務管

愕叫ノLlつのサブシステムに関する構成と機能について述べた｡

本トータルシステムは､開業以来順調に稼動しており,今

後の路線社上主に伴い設備や機能の拡鮎が予定されている｡

最後に,本トータルシステムノ達設に閲し,御指導をし-ただ

いた関係糾立に対し,深謝の意を表わす次第である｡
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